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『食事形態について』
管理栄養士は噛む力、飲み込む力や身体状態に配慮したお食事を提案しています。今回は
管理栄養士より勝央苑での食事形態についてお話しします。

そのほか、療養食(糖尿病食など)や濃厚流動食など利用者様の状態に応じた食事を提供しています。

通所リハビリテーション

ミキサー食
咀嚼ができなくても嚥下はできる方

ソフト食
咀嚼がやや難しくても嚥下はできる方

常食
咀嚼・嚥下ができる方

素材本来の味と香りが感じられるよ
うに、特殊な機器で調理しています。
水や出汁で薄めていないため、少
ない量でも十分に栄養を取ること
ができます。

歯茎や舌でつぶすことができるや
わらかさに調理しています。魚はほ
ぐし、野菜は粒状になっており、こぼ
したりむせることなく食材の食感を
楽しむことができます。

やわらかく調理しており、容易に噛
むことができます。
食材にあった調理方法で素材本
来の風味を生かした家庭的でぬく
もりを感じられるやさしいお食事で
す。

衣替えのお願い
衣替えの時期となりました。入所ご利用者のご家族様は、薄手の衣類
をご持参いただき冬物衣類との交換をお願いいたします。直接入所者
様居室の棚に入れてください。(居室へ入っていただける方は1名です)
交換の際に、名前の確認と記入をお願いいたします。クリーニング対
応の方は、衣類のほつれ、破れ、ボタンがとれていないか等の点検も
お願いします。
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今回の題字は葛原様（94歳）
が書いてくださいました。
「字を書くのは苦手なんで
す」と言われますが、立派に
書き上げてくださいました。

編集後記
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